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fキリスト教における蛇の系譜一楽園の蛇j

The Process of Serpents in Christianity -The Serpent of Paradise 

竹田伸

美学・美術史学専攻

要旨

キリスト教美術において、最も古く原初的な蛇の図像はアダムとエパを誘惑した楽園の蛇である。

蛇の鴎橡は古代から中世に査るまでは普通の動物として描かれるのが常であったが、 8世紀から 16

世紀にかけては銀銭上のドラゴンや異議を合体させたような動物などが盛んに描かれた。今回取り

上げるのは、 14世紀前半に遡る絵付聖書物語の『人間救済の鏡』 （Speculumhumanae salvationis）の

絵である。その楽圏の蛇は多くの図像の中でも最も奇妙なものと苦える。なぜなら、エパを誘惑す

る楽園の蛇が女の顔と翼を持つ鳥のような体の姿で描かれているからである。このよう iこ描かれる

楽閣の蛇は他に伊iがなく、 F人間救済の鏡』の独特な密像と蓄える。この蛇の体はパシジスクのも

のとすることが妥当と考えられるが、これまでなぜパシリスクの姿で描かれるようになったかの経

緯を解明した研究はない。本研究は女の顔とパシヲスクの体を持っこの独特な国像を、創世記 3章

15節と詩編 91篇 13節に関連する文字テクストと蛇やパシリスクを踏みつけるキリストやマリアの

間像テクストの両面からその解明を試みるものである。

序論

1. 先行研究

わたしのテーマはキリスト教における蛇の系譜を文字テクストと菌像テクストの 2つの

側面からその歴史的変遷と相互関係を問うものである。楽園の蛇の図像を研究対象として

時代をたどって系譜的に研究した最初の研究は、 1917年の J.K.ボネノレの「美術と宗教摩ljに

おける人関の顔を持つ蛇jlである。彼は人間の顔を持つ楽器の蛇の臨像が 13世紀以降に登

場することを、文書資料と宗教劇作品の関係から解明しようと試みた。彼はまず文書資料

が宗教劇作者に影響を与え、次に美術作者が宗教劇を見てその影響を受けたという仮説を

立てた。その前提はラテン語で書かれた文書資料を無学な美術作者が理解するのには無理

があり、教養のある劇作家ならば可能というものであった。ただこの前提は美術作者に教

養のある宗教的指導者からの指示があれば、饗易に崩れものである。ボネノレの論文は自己

の仮説を有効に証明するには歪らなかったが、人間の顔を持つ楽園の蛇の登場がベトル

ス・コメストノレの『ヒストリア・スコラスティカ』の文書に起因すること、また、その後

の美術作品と宗教劇作品がその影響を受けて発展したことを時代系譜的に論じたところに

重要な意味があった。彼はその論文の中で文書資料として重要なものをいくつか挙げて、

その中で特に重要なものとしてコメストルの文書と『人間救済の鏡』の文書と指摘してい

る。また、美術作品として 13世紀から 16世紀の絵画、彫刻、ステンドグラス、書物挿絵

などを 35点取り上げている。宗教劇作品として 13世紀に遡りえるものを l点、日世紀か

ら 17世紀のものをは点取り上げている。

1 Bonnell, John K.，”The Serpent with a Human Head in Art and in Mystery Play", American Journalザ
Archαeology, Vol. 21, No. 3, 1917ラ pp.255-291 
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次に楽器の蛇の図像を系譜的に取り上げた研究は、 1981年の N.C.プロレスの「乙女の顔

を持つ者： 1300年から 1700年までの美術と文学における女の顔の蛇J2という学位論文で

ある。この論文の関心の中心はペトノレス・コメストノレの『ヒストリア・スコラスティカ』

の文書によって人気を博することとなった人間の顔を持つ蛇である。まず、著者はコメス

トノレの文書が中世の他の著作家たちにどのような影響を与えたかを論じ、次に中世からル

ネサンスにかけての絵画、彫刻、ステンドグラス、書物挿絵などの 47点を取り上げて、美

術作家の心理的、神学的な解釈の変遷を敢り上げている。最後に人間の顔を持つ蛇が楽属

物語のコンテクストを離れて、罪の擬人化した象徴として文学作品やその挿絵で用いられ

ていることを論じている。彼女の功績はコメストルの文書に影響を受けて新たに始まった

人間の顔を持つ蛇の留像がパリを中心としたイノレドフランスからヨーロッパの各地に伝播

する経過を明らかにしたことと、その図像が罪や死、悪魔を表す象徴として、｛也の種類の

絵画や文学において用いられたことを示したことである。

ところで、キリスト教学、聖書学の研究者たちの開ではこれまで楽園の蛇が研究テーマ

となることはほとんどなかった。なぜ、なら、蛇は悪魔、サタンと同一視されてずっと忌み

嫌われてきたからである。ところが、 2010年にアメリカの碩学である J.H.チャーノレズワー

スによって『善かつ邪悪なる蛇：普通的象徴のキリスト教化』 3という 700ページを超える

研究書が出販された。その中でチャーノレズワースは古代中近東、グレコ・ローマン、メソ

ポタミアにおいて蛇が決して邪悪なる存夜ではなく、むしろ善なる象徴であったことを考

左学的資料、文学的資料、言語学的資料によって示し、これまでのキリスト教の神学者、

聖書学者による聖書における蛇の否定的な評価が後代の教義によって固定化されたことが

京国であって、蛇を扱う聖書テクストを歴史的・批評的に研究した結果ではないことを明

らかにした。聖書テクストに描かれる蛇には肯定的なもの、否定的なもの、どちらでもな

いものが混在しており、低承の担い手や編集段階によって蛇の評価が異なっていたのだが、

後代のユダヤ教、キリスト教の影響によって、本来肯定的な記事や中立的な記事でさえも

義的に否定的に解釈されるようになったのである。

2. ~人間救済の鏡』

『人間救済の鏡』は 1324 年頃にドミニコ会の｛~道士ザクセンのノレドルフによってスト

ラスプールで書かれた絵付聖書物語とするのがかつての定説であったが、現在では作者も

発祥地も不明とする方向に傾いている七この本は、まず！日約聖書の太古の歴史を扱い、 3

章以鋒は lつの新約聖書の場面（対型）に対して 3つの旧約聖書の場面（予型）が対応す

るように予型論的に構成されている。全体で 45章あり、各章に 4つの図像と 100行近い本

文がつく膨大なものである。この本も多大な人気を博し、ラテン語から各国訳に翻訳され

て、写本、木版、活版などで出版された。その第 1芸誌の 4番目の図像が楽園の蛇である。

現存する最古の写本はバイエノレン州立図 所蔵の『人間救済の鏡J ( Clml46）であり、

2 Floresラ NonaCecilラ If日rgineumVu/tum Habens九 TheWomαnみededSerpent in Art and Literature jトom
1300 to 1700、Universityof Illinois at Urbana-Champaignラ1981
3 Charlesworth、JamesH.‘The Good and Evil Serpent -How a Universal Symbol Became Christiα11ize1土
Yale University Pressラ NewHaven and London, 2010 
4 A. Henryラ Themirour of mαns saluacioun[e］：αAfiddle English translation of Speculum humanαE 

salvation is：αcritical edition of the fifteenth-century mαnuscript illustrated jトomDer Spiegel der 
menschenβehiiltnis, Speyer, Drach, c.1475ラ Aldershotラ 1986ラ p.10. 
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これはストラスプール近郊のセレスタという町で 14世紀半ばにヨハネ騎士修道会で制作

されたものと考えられている 50 エパの誘惑の場面で楽閣の蛇はエパよりもかなり背の高い

在大な烏のような体で描かれ、その顔はエバと似た女の顔で、その長い尻尾は 3田とぐろ

を巻いている。 2つ目の図像はフランス国立所蔵の『人間救済の鏡』のもので、 14世紀後

半にイタリアのボローニャで制作されたものである。蛇はエパに似た女の顔をしているが、

その体はゾウのように太く、長い首は l田とぐろを巻き、翼を大きく広げ、ヘピのような

尻尾は地面に垂れている。

Speculum humanae sαlvationis, Clm 146 fol. 4r, Bayerische Staatsbibliothek, Munichラ Selestatラ mid.141hcen 

Speculum humanαe salvationisラ Arsenal593 fol. 3v, Bibliotheque nationale de Franceラ Parisラ Bolognaラ 2ndH. 

th 14 cen 

3つ自の国像は 1480年にシュバイエノしで出版されたドイツ語版の『人間救済の鏡』で、蛇は

女の顔、天使のような翼、蛇のような下半身をして、 1回とぐろを巻いて立っている。そ

の前に立つエパは両手に禁断の実を持っている。 4つ目の図像はキュレムボルグで 1483年

に出版されたもので、エパと蛇は善悪の木を挟んで向き合い、蛇は女の顔、鳥のような体、

長い尻尾は l回とぐろを巻いている。これらの蛇はウィルソンが示すようにパシリスクと

して捕かれている 60 

Spiegel der Menschen Behαltnis mit den ewangelien vnd mit epistelen, Rar. 172 p. 20ラ Bayeri sche Staats bib Ii othek, 

Munich, Speyer, 1480, 

Spieghel onser behoudenisse, Rar. 713 p.14, Bayerische Staatsbiblioth己k,Munich, Culemborgヲ 1483

5 A. Wilsonラ Amedieval mirror : Speculum humanae 3αlvαtionis, 1324・1500ぅ Berkeleyラ Universityof 

California Pressラ 1984ラ p.34 
6 Ibid.ラ p.35 
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3. 聖

本研究が扱う楽閤物語の背景となる元来の文字テクストは旧約聖書の創世記である。！日

約聖書は本来へブライ語で書かれたもので、死海写本の発見が京すようにかつては系統の

異なる譲数の本文が伝承されたが、現症、ユダヤ教、キリスト教に影響を与えるものは、

写本家（ソーフェジ…ム）やマソラ学派の活動によって標準化されたマソラ本文（M）で

ある。 20世紀以降、学問的な本文批評版が作られ、レニングラード写本を底本としたキリ

スト教系のピブリア・へブライカ・シュトットガノレテンシア（BibliaHebraica Stuttgartensia、

BHS）を底本にして多くの各国訳がなされている。まず、へブライ語のマソラ本文を文字テ

クストの基礎と考えたい。

ユダヤ人はパピロン捕間によって日常言語としてのへブライ語を失い、アラム諾を使う

ようになった。そこで登場したのが旧約聖書のアラム語訳のタルグムである。主なタノレグ

ムは逐語訳的な特色を持つパピロニア系のタノレグム・オンケロス（五書）とタノレグム・ヨ

ナタン（預言者）。解釈や補足を付加する特色を持つパレスチナ系のタノレグム・ネオフィテ

ィとタルグム・偽ヨナタン（エノレサレム）などがある。これらを参照することで、その後

のユダヤ人の解釈の系譜が理解できる。

難解なへブライ語と異なってデアスポラのユダヤ人や外国人の多くに受け入れられた

のは紀元前 3世紀に生まれたギリシア語訳のセフチュアギンタ（七十人訳、 LXX）である。

その後、！日約聖書のギジシア語訳は l、2世紀のユダヤ教徒による翻訳のテオドテイオン訳、

アキュラ訳、シュンマ立ス訳、 3世紀にはオリゲネスによってそれらのギリシア語訳とへ

ブライ語本文などを対照させたヘクサブラ（六欄聖書）が作られ、 4 世紀にはキリスト教

会によるギリシア語訳などが加わった。 トリエント公会議の要請で 4世紀の写本コーデ

ックス・ヴァチカヌス（B）を底本にしてシクストウス版のギリシア語訳聖書が 1587年にロ

ーマで刊行された。それが 19世紀まで萌欧を網羅するギリシア語訳聖書となった。

西方教会の中にラテン諾を用いる者たちが現れ、ギリシア語訳聖書を底本に聖書をラテ

ン語に翻訳した。それらが古ラテン語訳（Vetus Latina）である。その後、 4世紀末の教皇

の静i令にしたがってヒエロニムスが新たにラテン語に訳したのがウルガタ訳である。これ

は後のロ｝？・カトリック教会の公認、聖書となる。その結果、中世のキリスト教美術に最

も大きな影響を与える盟書はこのウノレガタ訳である。

以上のように！日約盟蓄の文字テクストを確認するためには、へブライ語のマソラ本文を

中心にして諾タノレグムを参考にすること、ギリシア語のセプチュアギンタを中心に他のギ

リシア訳を参考にすること、ラテン語のウノレガタ訳を中心に古ラテン語訳を参考にするこ

とが望ましいであろう。

I. 文学テクスト

1 .蛇に関する聖書テクスト

今回の研究で聖書の文字テクストで特に重要なのは、創世記 3章 l節、 3輩 15節、詩編

91篇 13節である。創世記 3章 1節は蛇の存在をどうとらえるかが最も表れる聖匂であり、

創世記 3章 15節はユダヤ教にとってはメシア待望の聖句であり、キリスト教にとっては人

間の救いを予雷する「原始福音Jと呼ばれる神学的壊拠となる聖句である。また、詩編 91
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篇 13節はキジスト教では古くから創世記 3章 15節と合わせて、斗ジストのサタンへの勝

手IJの聖匂と解釈されたものだからである。

創世記 3］震 l節

新共向叡 主なる神が造られた野の生き物のうちで、最も賢いのは蛇であった。

o, ;:iち鈴円1円、 i1WlJ 勺な；~ i1寸w;in~n うZl ~ロ＝nv i1, n立｝n;Jil)

へブライ語のマソラ、アラム諾のタノレグムの冒頭を寵訳すると、次のようになる。

マソラそして、その蛇は（wm;i）賢かった（出「lJ)

タノレグム・オンケロス そして、蛇は ( N,1’r:i) 賢く校滑であった （ロつn口叶p)

タノレグム・ネオフィテイ そして、蛇は (wm) 校狩であった （ロつn)

タノレグム・ 1為ヨナタン そして、蛇は （然、m）悪事において校精であった （ψユうロつn)

マソラ

ヘブライ詩の f賢いJ (tJ!J'llJ）には否定的な；意味はない。タルグムでは「賢くて校滑j 、

「校滑J、 「悪事において校滑J とユダヤ教による蛇の否定的な解釈が徐々に付加されて

いる。

LXX 
6 oU5中！~ ~ν 中poνq.t釘αTO~

アキニLラ訳、テオドテイオン紋 ロπανoupγOS' 

シュンマコス叡 πανoupγO Tとpos

ところで、その蛇は最も繁かった

5交1骨であった

より校滑であった

形容詞の比較級、最上級の明瞭なヨ｝ロッパ 語のギリシア語訳のセプチュアギンタで

は最上級の「最も賢いJ（中poνtµゐταTO~）が用いられ、この形容詞には特に否定的な意味は

ない。他方、ユダヤ教徒によるアキュラ訳、テオドテイオン訳では原形の「校滑なJ

（πανoDpγos）、シュンマコス訳では比較級の「より校滑なJ（παγoupγ併とpos）が用いられ、

タノレグムと向様に蛇に対する否定的な解釈が盛り込まれている。

ヴ／レガタ Sed et serpens erat callid1or 

方ラテン総量R c ::)erpens autem erat sapientior 

しかし、蛇はより校精であった。

さて、蛇はより賢かった。

( prudentior、sapientissimus、prudentissimus、astutior)

ギリシア語と同様にヨーロッパ言語のラテン諾も形容詞の比較級、最上級が明瞭である。

古ラテン語訳には公認訳ではないので、様々なものが存在するが、比較級の「より賢いj

( sapientior、prudentior）、最上級の「最も賢しリ（sapientissimus、prudentissimus）がある。

これらには否定的な意味はない。古ラテン語訳にも比較級の「より校猪な J(as tu ti or）を

使うものがあったが、公認訳であるウノレガタは同様な否定的な意味を持つ fより校滑な j

( callidior）を採用した。このことから、キリスト教会も蛇に対して否定的な解釈をしたこ

とが明らかとなる。

創世記 3輩 15節

都世記 3輩出節の前半部分はへブライ語のマソラ、アラム語のタノレグム、ギリシア語

の諸訳、ラテン語訳でもほぼ内容は一致している。特に差異があって問題となるのは後半

部分である。

新共向訳お前と女、お前の子孫と女の子孫の間にわたしは敵意を震く。

彼はお前の頭を砕き、お前は彼のかかとを砕く。

;:i~ つJ r;i:i守寄っJp;i:iπザぷ;;ir;i:i 可r~ nit,p手 ili-，~！

ユ P.~ 13 引な；~ il.t;l引 ψ以「守戸な｝； Niil 

マソラ
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マソラでは前半の「女の子孫jを男性形の単数の代名詞「彼がJ(N1i1）が受けて動詞「砕

くJ（中以）が続き、蛇を意味するこ人称で「お前はJ (i1n~ ） r砕く j と続く。ここで確認

すべきことは、女の子孫が男性単数代名詞で受けられていること、女の子孫と蛇の両者に

対して用いられる動詞がどちらも同じ「砕く J（引な｝）であることである。

タルグム・オンケロス彼は（則的お前が初めに彼にしたことを覚えてお前を し（寸り.J）、

お前は終りに彼を監視する（i?J）。

タルグムネオフィテイ 女の子孫が律法を守って（1吋切）その提を行うときは、彼らはお前

の頭を打って（竹no）お前を殺し、また、彼らが律法を捨ててその提を行わないなら

ば、お前は女の子孫の践に吹みついて（n::u）傷を負わせる。しかし、彼女の子孫に

は癒しがあり、蛇よ、お前には癒しがない。なぜなら、彼らには最後に王なるメシア

（作t.Vo）の日に癒しが与えられるからである。

タルグム・偽ヨナタン女の子孫が律法の挺を守る（：叶切）ときは、お前の頭を打ち（1竹no）、

また、律法の提を捨てるときは、お前はその障に岐みつく（n＇コユ）。しかし、彼らには

癒しがあるが、お前には癒しがない。彼らには最後に王なるメシアの日に癒しが与え

られるからである。

アラム語訳では女の子孫は単数代名詞、または接数代名詞でユダヤ民族と敢られ、終末

論的メシア待望の解釈がすべてのタノレグムで付加されている。タルグム・ネオフィティと

タノレグム・偽ヨナタンでは、「持法を守る（iO.J）ならばj という条件が付加され、女の子

孫が蛇の頭を f打つJ（明。）という主動詞が続く。また、「律法を守らないならばj とい

う条件が付加されてその時は蛇が子孫の腫に「校みつく J(n:i.J）のである。ヘブライ語の

マソラの f彼は砕く j と「お前は砕く Jに対して、パレスティナのタノレグムでは「彼は打

つj と「お前は日交みつく」が対応しているのである。ところでこれらのタルグムの条件節

で吊いられた（律法を）「守る J（寸切）という雷葉は「監視する Jという意味を併せ持つ動

詞である c パrロニア系のタノレグム・オンケロスでは、へブライ語マソラで用いられた「砕

くj に対して、パレスティナ系の伺タルグムが主節で用いた主動詞の「打つj ではなく、

条件節で用いられた動詞「守る J（「切）を用いている。その結果、この動詞は「守る Jで

はなく、 f監視する j という意味に翻訳されるようになっている。一殻的にタノレグム・オン

ケロスはヘブライ諾マソラの直訳的なアラム語訳と考えられるが、創世記 3章 15節に関し

てはマソラの直訳と苦うよりもむしろパレスティナ系のタノレグムの短縮版という意味合い

が強し＼ 0

xx αUTO~σoυTYJP~σElχ沖α入時νχαiσむ TYJP~σEl~αUTOUπTEPναν

彼はお前の顕を監視し、お前は彼の越を監視する。

キ品ラ紋 ηpoσTpL中εL 打撃を与える

シュンマコス双 6入［やEL 強く押し付ける

ギリシア語訳のセブチュアギンタではタルグム・オンケロスを踏襲するように動詞「監

視する J （吋pew）を用いている。この動詞はアラム語の動詞（「切）と同様に、 「守る J

という意味と「監視する Jの意味を併せ持つ。他方、アキュラ訳は「打撃を与える j
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（ πpoσγpt'.~w）を、シュン？コス訳は「強く押し付ける j (8入〈告ω）を用い、へブライ諾マ

ソラの f砕く Jの；意味を保持している。すべてのギジシア語訳で女の子孫を受ける代名詞

が r1，皮はj （ αu-r-6~）という男性形である。

ウノレガタ ipsa conteret caput tuumラ ettu insidiaberis calcaneo eJUS 

彼女はお前の頭を砕き、お前は彼女の曜を伏し狙う。

古ラテン審査飲 1pse tuum calcabit capt et tu observabis calcaneum eius 

彼はお前の頭を踏みつけ、お前は彼の騒を監視する。

ipsa tibi (ob)servabit servabis (eius) calcaneum 

彼女はお前の頭を監視し、お前は彼女の鍾を監視する。

吉ラテン語訳では女の子孫をへブライ語、ギリシア語と同様に男性代名詞「被は」（ipse) 

で受けるものと女性代名詞 f彼女はJ ( ipsa）で受けるものがある。これは女の子孫に象

徴される救済者を御子キジストと取るか、聖母マリアと取るかのキリスト教の神学上の解

釈が反映する部分である。後の宗教改革の時代にはプロテスタント陣営が「彼はJ (ipse) 

を主張し、カトリック陣営は「彼女はJ (ipsa）に象徴される聖母マリアとカトリック教

会の正統性を主張し、争うわけであるにカトリックの公認訳となるウノレガタは「彼女は j

(ipsa）を採用している。つまり、ウルガタはキリストではなく、救済者としてのマリア

を強調しているのである。女の子孫に関する動認についてはへブライ語のマソラに近い「砕

くJ ( contereo）や「踏みつける J (calco）を使用するものとギリシア語のセプチュアギ

ンタに近い「監視する」 ( obserbo、serbo）を使うものがある。蛇に関する動詞はセプチュ

アギンタに近い「監視する Jを用いるものが多いが、ウノレガタは動物の蛇の行為に近い「伏

し狙う j ( insidior）を用いている。

詩繍 91篇 13節

新共同訳あなたは獅子と毒蛇を踏みにじり、獅子の子と大蛇を踏んで行く。

n.n ） ヤ事担 Ob'")l;l 守「すわ 1r~1 うのザ今p ？ソラ

詩縞 91篇 13節についてへブライ語のマソラを語）｜撰通りに逐語訳して見ていこう。

マソラ子獅子の上を（うりザ－？p）、そして毒蛇を crrp1）、あなたは踏み（可「す恒）、

あなたは踏みつける（ob-;i,n）、若獅子を（ヤ型宇）、そして、大蛇を（T'W））。

詩の構成としては l行目と 2行自は対r,Gし、ほほ間じ内容を雷い直したようなものにな

っている。 1行自（目的語 l、目的語 2、動詞）と 2行目（動詞、目的語 1、臣的措 2）を

構成する動語、自的諾もそれぞれ対応関係にあることがわかる。

1行自 2行目

動詞 「踏むj （守"J'J) f踏みつける j (opつ）

目的語 1 f子獅子J （う切手｝） 「若獅子j (ii;:i;:i) 

目的語 2 f毒蛇J err~ ） 「大蛇j ( 1' ~.fl) 

これらの対比からわかることはへブライ語のマソラは 1行自も 2行自も獅子と蛇を踏む

ことを諾っている。後で扱うのだが、片足で獅子を、もう一方の足で蛇を踏むラヴェンナ

7 カルヴァンはその『創世記柱解Jで、カトリックの「彼女J(ipsa）の誤りを痛烈に非難し、言語

学的には子孫を代用する集合名詞と取っている。カ／レヴァン、『カルヴァン IS約聖事註解創世記J、
新教出版、 1984年。新ウルガタ訳（Nov在 Vulgata）では中性形の「それJ( ipsum）で訳している。
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のキリスト像はマソラ lこ忠実な図像と言えるだろう。アラム語訳のタルグム・詩編も同様

な内容を繰り返している。

タルグム・詩編雄の獅子の子（11叶伏「コ「u）の上と蛇（別作匁）をあなたは踏み、

あなたは蹴る、這う獅子（然、「N 010勺れ）と毒蛇（向。寸in）を。

詩編 91篇 13節ではマソラとタノレグムの翻訳はほぼ一致している。マソラの「子獅子j

（与。ザ）をタノレグムはわざわざ f雄の獅子の子J( 11門以勺ユ勺u）と訳している。新共同訳の

単に「獅子J と訳すのは誤りである。

LXX E'lr’Aσπ！oαχαl ~ασl入iσχoν 付［~~σnχαiχα寸α作目埼σEl~ 入EoV'rαχαi opaχoν刊

毒蛇の上とパシリスクをあなたは踏み、獅子とドラゴンをあなたは踏みつける。

シュンマコス訳 Elft(suffodientem arenam) Kmασ百LδaπαTησELS,Eplj!ELS ElflλEOlノTαo入o8pEUOVTαKαlδpαKOVTα

砂を掘る蛇の上と毒蛇をあなたは踏みつけ、減iます獅子とドラゴ、ンをあなたは踏b。

ギリシア語訳のセプチュアギンタでは登場する4つの動物を間じものの繰り返しではな

く、異なる知種の動物として f毒蛇J （立刊誌）、 「バシリスク J （ μσt/...lσχo~ ）、 「獅子J

(/...foν）、 f大蛇、ドラゴンj ( opaχwv） と訳している。ここで驚くことはバシジスクの

登場である。セプチュアギンタではバシリスクという言葉はここにしか登場しない。シュ

ンマコス訳はイザヤ書30章6節の「火の蛇J （「「iV）をパシリスクと訳している。新約聖書

ではこの単語はヨハネ4章46、49節に登場するが、そこでは「王宮の役人Jを意味する。こ

の言葉は他に「小さな王j を意味する。現代ではイグアナ科の腿虫類を意味するが、古代

から中世の人々が描くパシリスクは蛇の玉、鶏の頭と脚、ドラゴンの腕と尾、翼を持ち、

吐く患、とにらみで入を殺すと考えられた伝説の動物である。オリゲネスのヘクサプラのシ

ュンマコス訳ではマソラの「子獅子j （ち門以）に対してギリシア語ではなく、ラテン語で

「砂を掘る蛇J(suffodientem arenam）と注がつけられ、 「毒蛇j (TNl）に対してはパシリ

スクではなく、産訳の f議蛇j （初πldが用いられている。

ウノレガグ Super aspidem et basiliscum ambulabisラ etconculcabis leonem et draconem. 

毒蛇の上とパシリスクをあなたは踏み、獅子とドラゴンをあなたは踏みつける。

ラテン語訳のウノレガタではへブライ語のマソラ本文ではなく、セプチュアギンタが詩縞

翻訳に用いられたため、「毒蛇J ( aspis）、「パシリスク J (basiliscus）、「獅子J (leo）、

「大蛇、ドラゴンj ( draco）と訳され、この結果、伝説の動物パシリスクが聖書翻訳に主主

場することになった。

2. 創世記3章15節と l篇 13節を結びつける

2紀のエイレナイオス（Irenaeus,c. 130～c. 203）以来、創世記3章 15節と詩編91篇 13節は「蛇

を踏みつける j という共通機念で結びつけられて「キリスト（救済者）が蛇に象徴される

悪魔に勝利する j ことと解釈されてきた。また、詩縞91篇の4つの動物は悪魔の異なる表現

と解釈された。

このために、神は蛇と女、女の末の需に敵意を据え、彼らは互に敵意を持ち続ける。彼は瞳

を校まれるが、その足の裏で散の頭を踏みつける力を持つ（創世記 3: 15）。しかし、その末

が蛇の頭を踏むことを命乙られるまでは、他方は校みつき、殺し、人の歩みを妨げる。彼はマ

リアから生まれ、預言者は被について諮る。「汝は毒蛇とパシリスクを踏みにじり、獅子と竜
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を踏み行く J. （詩編 91: 13）。毒蛇は罪を意味し、立ち上がり、飲み込み、［！交みついて人を恐れ

させる。パジリスクは死を意味する。かつて世界を支配したそのカはやがて奪われる。ライオ

ンは反キリストであり、後の代に人に荒々しく敵対するが、キリストによって踏みつけられる。

竜はサタン自身であり、キリストは「年を経た蛇である竜」を縛り、眼従させ、そのすべての

カを踏みつける。 8

そして、この創世記3章15節と詩篇91篇 13節を結び付けるエイレナイオスと同様な解釈

辻5世紀の作者不詳の『創世記注解Jでもなされ、その引用は7世紀のセピリアのイシノレド

ス、 8世紀のベーダ、ウィクボドウス、 9世紀のフラパヌス・マウノレスなどによって中世を

通じて度々行われた。ウィクボドウスはカーノレ大帯に仕えた神学者なので、後で扱う 8、9

t立総のカロリング朝のキリスト像に影響を与えたことが考えられる。

しかし、 fわたしはお前と女の間に敵意を蜜く Jと言われたことは、聖処女についてであり、

彼女から主は生まれ、そのことは彼女の時の出来事と理解される。やがて生まれる主は、敵で

ある死に勝利し、死の原因である者を滅ぼすと約束される。さらに加えられて詮われることは、

f彼女はお前の頭を砕き、お前は後女の騒を伏し温うんそれはマヲアの胎の実であるキリス

トと理解される。彼は!§Iii（され、死に、そして、難り、勝手I]のうちに来られた。「彼はお前の頭

を砕く」、これは死についてである。御父にとっての御子についてダピデが語っている。 fあな

たは毒蛇とパシリスクの上を歩み、薬草子と寵をその足の下に踏みつける J（詩編90）。議蛇は死、

パシリスクは罪、ライオンは反キリスト、竜は悪魔のことを言っている。ヲ

I I.図像テクスト

1 . 3~種子と蛇を踏みつけるキリスト像

詩繍91篇 13節に基づく初期の図像の形式はキリストが片足で獅子を、もう一方の足で蛇

を踏みつけるものである。先に触れたようにこの形式はへブライ語のマソラの内容に忠実

なものである。それらのいくつかはかつてローマ帯関の都であったイタリアのラヴェンナ

で見ることができる。その中で最も古いものは5世紀初頭の石棺のレリーフで、二人の天使

の中心でキリストが右足で獅子を、左足で蛇を踏みつけている。次はアリウス派洗礼堂と

して有名なネオン洗礼堂の中にあるレリーフ装飾の一部である。洗礼堂自体は4世紀末に建

てられ、 5世紀にモザイク装飾が施されたが、このレリーフは正統派になった後に施された

ことが考えられる。 3つ自は500年頃のラヴェンナの大可教館礼拝堂の「勝手lj者キリスト j

の美しいモザイク闘である。キリストは当時の軍服を身にまとい、獅子と蛇の頭を踏みつ

けている。右手には十字架を担ぎ、左手にはヨハネ 14章6節を記した聖書を開いている。キ

S ェイレナイオス、『異端論駁第E巻』（Irenaei,Contra Haereses Lib 3）。本文中の太字と括弧内の聖
書個所は本論文筆者による。 Irenaei,Contra Haereses Lib 3ラ PG7・1col. 964. Irenaeusラ AgainstHeresiesラ

Book III Chapter 23 Section 7, Arguments in opposition to Tatianusラ TheAnte-Nicene Fathers 
Trαnslαtions of The Writings of the Fαti 
Donaldson含 GrandRapids, p. 457. 
9 Auctor incertusラ Commentariiin Genesim, PL 50 col. 914.本文中の太字は本論文筆者による。子の
注解警の解説と全く陪じものが以下の著作で何度も引用されている。 IsidorusHispalensis, 
Quaestiones in Veterum Testamentumフ PL83 col. 221, Auctor incertus (Beda?), De creatione VI dierum, 
PL 93ラ col.232, Auctor incertus (Beda?), Quaestiones super Genesimラ PL93ラ col.282, Wicbodus , 
Quaestiones in Octateuchum, PL 96 col. 1163, Rabanus Maurusラ Commentariorumin Genesim, PL 107 col‘ 

495. 
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リストに踏みつけられる郁子と蛇は悪魔サタンを意味する一方、ローマ帝国の敵対する異

教の国々、当時のラヴェンナの状況から考えると、正統主義に対するアリウス派の勢力を

暗示することが考えられる。

Pignatt昌也sarcophagusラ 400-410ラ Ravennna.stucco岨 relief,Baptistery of Neonラ c.450ラ Ravenna.

Christ Victor, c.500ラ mosaic,Archbishop Chapel, Ravenna. 

2. 四 つの動物を踏みつけるキリスト像

詩編91篇 13節に基づく図像の第2の形式はカロリング朝の象牙締工のキリスト像に見ら

れる。これらはへブライ語のマソラではなく、ギリシア語のセプチュアギン夕、ラテン語

のウノレガタ訳の影響のもとにある図像である。キリストは獅子、毒蛇に加えてパシリスク、

大蛇の4種の動物を踏みつけている。 1つ自は象牙締工の二つ折祭壇で、二人の天使の中心

にキリストが立ち、右足で獅子と毒蛇を、左足で大蛇とパシリスクを踏みつけている。大

蛇の下のパシリスクは鶏のように描かれている。 2つ自は f福音書聖句集』写本の象牙細

工の装丁である。写本自体は800年頃のもので、この象牙細工の「勝利者キリスト j は9世

紀初頭のものである。獅子の下の毒蛇は 4つ足のトカゲのように捕かれ、パシリスクは鶏

の体に蛇の尾を持つ姿で描かれている。

Diptych of Gcnoel s幽 eldernラ Rheinふ1aas”Gebietラ 8Cラ Museedes Artsラ Brussel

Front cover of Carolingian ivory panel Christ Victor over lionラ dragon‘aspisand basilisk、9Cラ MS.Douce 

176ラ BodleianLibrary‘Oxford 
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3. マリア崇拝

ところで、中世には最後の審判の教説が強調され、その結果、本来神と人間の仲介者で

あるキリストは近寄りがたい恐ろしい裁き主となってしまう。ピザンチンではデイシス

(8ETJ<JL~）と呼ばれる閣像が生まれた。それは玉鹿に盛る全能者キリストに聖母マリアと

洗礼者ヨハネがその傍らから人間のために嘆願するというものである。その傾向は商欧で

は加速して審判者キリストとの仲保者を求めた人々はマリア崇拝に熱狂し、マリアに捧げ

られる教会が名を連ねるわけである。創世記3章15節の解釈でも聖母マリアが蛇を踏みつけ

るという考えが強化され、蛇への勝手IJ者としてのマリアの園像が 1170年頃にロマネスクの

挿絵写本であるレーゲンスブルグの『十字架讃歌物語J (Dialogus de laudibus sanctae crucis) 

に初めて現れる。その本の冒頭には創世記3輩 15節の蛇と女に対する神の裁き場揺が描かれ、

聖母は十字架の付いた杖で蛇の頭を刺している。キジストの礁荊の場面ではキリストがロ

ーマの兵卒に槍で刺される一方、キリストの足元にライオン、烏のような動物、鶏のよう

な動物、トカゲのような動物が十字架の木に串刺しにされている。横には詩編91篇 13節の

引用があるので、それらが獅子、ドラゴン、パシリスク、毒蛇であることがわかる。十字

架の左下では擬人化された「謙遜Jが「高 J擾Jをjljで貫いている。この『十字架讃歌物

の中でも創世記3章15節と詩編91篇 13節が結びつけられ、それらが図像として表現されてい

るのである。

Dialogus de laudibus sanctae crucis Clm 14159 fol.1, fol.9 c.1170 Bayerische Staatsbibliothekヲ Munich

序論でコメスト fレの『ヒストリア・スコラスティカ』の創世記注解が楽盟の蛇の図像に

決定的な影響を与えたことに触れたが、ここでその文章を見てみよう。コメストノレはJ蛇、

または悪魔についての項目 j で、楽閣を追放されたルシファー（サタン）が人聞に嫉妬し

て人間を誘惑したと書いている。また、特に蛇の特徴に関して、コメストノレは次のように

記している。

Et hoc per serpentemラ そして、この蛇によって、

quia tune serpens erectus est ut homoラ なぜなら蛇は人間のように立っていた。

quia in maledictione prostratus estララ というのは、蛇は呪いによって倒されたので、

et adhuc ut traduntラ phareaserectus incedit. それまでは立って歩いていたのだから。

Elegit etiam quoddam genus serpentisラ それ故、 （悪魔は）ベーダが言うように、

]ut ait Bedaラ virgineumvultum habensラ 乙女の顔を持つある種の蛇を選んだ。
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quia similia similibus applaudunt.10 ff.!、たものは似たものに賛同するからである。

コメストノレの文章は IB約聖書外典の「モーセの黙示録j の表現と酷似しており、彼がそ

の内容に基づいてこの聖書注解を書いたことがうかがえる。ただ、蛇が f乙女の顔を持つJ

と書いた文章はこれが最初のものであった。コメストルの『ヒストリア・スコラスティカ』

は当初は修道士のための教科書として書かれたものだったが、一般にも大きな人気を博し

て多くの言葉に翻訳され、挿絵っきで出版された。その結果、キリスト教美術では人間の

顔を持つ楽園の蛇が数多く登場することになった。その最初の作品がアミアンのノートル

ダム寺読の教会扉日影刻である。幼子キリストを抱く聖母マリアは人関の顔を持つトカゲ

のような蛇を踏みつけている。また、このマリア像の隣の中央漉口のキリスト像は右足の

下にライオンを、左足の下にパシリスクを踏みつけている。ここでもマリア像で創世記3

章15節、キリスト像で詩編91篇 13節が結びつけられて描かれている。

Virgin and Child 1220”1230ラ Christ(Beau Dieu) e. 1220, Stone, Cathedral予 Amiens 

『ヒストリア・スコラスティカJの次に女の顔を持つ楽園の蛇に影響を与えた文書は、

『人関救済の鏡Jと雷える。この本はその第I章で楽閣の蛇が女の顔を持つことに触れるだ

けでなく、女の顔とパシリスクの体を持つ蛇をその挿絵で明恭したからである。

Quapropter diabolus, homini invidens, sibi insidiatur. 人間に嫉妬していた悪魔辻、人を待ち伏せ、

Et ad pr且eceptitransgressionem ipsum inducere nitebatur: 提にそむくように人を誘惑しようとした。

Quoddam ergo genus serpentis sibi diabolus eligebat. それ故、悪騰はある種の蛇を選んだ。

Qui tune erectus gradiebatur et caput virgineum habebat: 当時、蛇は立って歩き、乙女の顕を持っていた。

In hunc fraudulosus deceptor mille artifex intrabat, 悪魔はこの不正な鳴す役者iこ入って、

Et per os eius loquens, verba deceptoria mulieri enarrabat. 蛇のロを通して偽りの言葉を女に誇った。 lI 

10 Peter Comestorヲ HistoricaScholatica, 1072ぅ PαtrologiaeCursus Completus, Series LatinαVol.198ラ ed

J.P. Migneラ Parisラ 1844”1903.「ベーダが言うようにj という匂があるが、ベーダの文書にはそのよう

な匂がないため、コメスト／レが蛇が女の践を持っと書いた最初の人物と考えられている。

11 f人間救済の鏡J第 1章抜粋。
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女の顔を持つ蛇はキリスト教美術で数多く描かれている。その多くは動物の蛇の体に女

の顔だけをつけたものと、女の上半身、 ト／レソと蛇の下半身を持つものである。しかし、

『人間救済の鏡Jの楽閣の蛇の姿はとても異様なものである。というのは、蛇が女の顔を

持つパシリスクとして描かれているからであるへその理由を解明した研究はこれまでな

かったが、わたしはその理由はこの本の第30章「マリアが我らの敵である悪魔に打ち勝つJ

の文章に見出されると考える。第29章「キリストが我らの敵である悪魔に打ち勝つjでは、

キリストの受難（passio）によって悪魔に打ち勝つことが展開されるのだが、第30章では

マリアがキリストと共に苦しむこと（compassio）によって悪魔に打ち勝つことが展開され

る。この第30章の文中で創世記3章15節と詩縞91篤 13節が結ばれて引用され、マリアが

に勝手せすることが語られている。

Super aspitem et basiliscum tu Maria ambulぬis 毒蛇とパシリスクの上を、汝、マリアは踏み、

Leonem et draconem id est sathanam conculcabis サタンである獅子とドラゴンを汝は踏みつける。

et tu sathan insidiaberis calcaneo eius homines inpugnanto サタン、お前は彼女の騒を伏し狙い、敵対するが、

Et ipsa coneret caput tuum conpassionem te superanto 彼女はお前の頭を砕き、受苦によってお前に打ち勝つ。

上記の 2つの聖書テクストは2世紀の教父エイレナイオス以来、関連付けられ、救い主

の悪魔への勝利として解釈されてきたものである。それがまさに『人間救済の鏡』の中の

文字テクストで結びつけられることによって、 ijlj世記3章の楽閣の蛇は、詩篇91篤の獅子、

毒蛇、パシリスク、ドラゴンと共に置き換え可能な悪魔の象徴となったのである。それ故、

『人間救捺の鏡』では楽菌の蛇がパシジスクの体で描かれるに至ったのである。第1章でエ

パがパシリスクの体の蛇に誘惑を受けて堕罪する一方、第30章ではマリアがバシリスクに

象徴される悪魔を踏みつけて勝利するのである。ここにはエバとマジアの対比も存在する。

Spiegel der M enschen Behaltni s mit den ewangelien vnd mit epistelen, Speyer, 1480, Rar. 172 pp.23 5,23713 

12 A. Wilsonラ Amedieval mirror: Speculum humanae salvationis, 1324-1500ラ Berkeley,University of 

California Press, 1984, p. 143. 

13この図像は 1480年にシュバイエノレで耕作されたドイツ語版の第 29章、第 30章の挿絵である。キ
リストは右手に復活を示す旗を持ち、 ii:手に持つ十字架を悪魔の口に押し込み、足で悪魔を踏みつ
けている。マリアは釘にキリストの阜の跡が残り、茨冠がかけられた十字架の前に立ち、悪魔を踏
みつけている。マリアの周りにはキジストに使われたとされる拷問道具が並べられている。
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